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③副腎皮質ステロイド薬 

 自然発症ギラン・バレー症候群に対して、副腎皮質ステロイド薬は単独で

は、経口投与、静注療法いずれも有効性は確立されていない。免疫グロブリ

ン静注療法(IVIg)との併用療法（メチルプレドニゾロン：500mg/日、５日間）

は、IVIg 単独療法より効果的との報告もある。 

 

６．典型的症例概要 

【症例１】10 歳未満 女性 

使用薬剤：インフルエンザＨＡワクチン 

副作用名：ギラン・バレー症候群 

投与量・投与期間：0.2mL・1 回 

併用薬：なし 

 

接種日：本剤接種施行。 

接種８日後：「転倒しやすい、ジャンプできない、階段を登るのが不安定」と

いう症状に気付いた。  

接種 11 日後：歩行不安定な状態が少し進んだ。  

接種 12 日後：ギラン・バレー症候群を疑われて入院。下肢の筋力低下、深部

腱反射の消失という所見がみられた。  

接種 14 日後：上肢の筋力低下がみられた。  

接種 15 日後：運動神経伝達速度測定で、明らかな低下がみられた。正中神経

12.3m/s（正常値53.4±3.8）、尺骨神経7.3m/s（正常値55.2±5.3）、

脛骨神経 7.5m/s（正常値 50.1±4.7）、腓骨神経測定不能であった。  

接種 16 日後：髄液検査、細胞数 2/mm3、蛋白 113mg/dL、蛋白細胞解離の所見。  

接種 18 日後：上下肢に軽度のしびれがみられた。乾燥スルホ化人免疫グロブ

リン静注療法開始された。 

接種 183日後：接種 12日後から19日間入院の後、３週間に１度リハビリ実施。

乾燥スルホ化人免疫グロブリン静注療法が奏効し歩行障害消失

し、順調に回復した。 

 

参考資料：独立行政法人医薬品医療機器総合機構医薬品医療機器情報提供ホームページ「副

作用が疑われる症例報告に関する情報」 
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【症例２】60 歳代、男性（図２参照） 

使用薬剤：ペニシラミン 

既往歴：特記事項なし 

 

腹部、下腿に色素沈着を認める。３年後、四肢関節の拘縮、皮膚末端の皮膚

硬化および冷感を認める。同年の８月に腹部の色素沈着増強、顔・前胸部の毛

細血管拡張、手指腫脹及び指尖潰瘍も認め、進行性全身性強皮症と診断される。 

１０月にペニシラミン（D-PC）300 mg/日を開始し、1週間後、右大腿の脱力

に始まる筋力低下が急速に全身に拡大。13 日後、D-PC 投与を中止し、ビタミ

ン B1、B6、B12、ATP 投与を開始。約 2 週間後、寝たきりの状態になり、約 1

ヶ月後においても神経症状は改善しなかった。D-PC 投与中止後約 1 ヶ月では、

改善傾向は少ないものの、プレドニゾロン 40 mg/日を投与開始したところ、神

経症状は徐々に改善した。プレドニゾロン 60 mg/日に増量し、歩行可能にな

る。プレドニゾロン投与開始 1 ヶ月後、症状をみながらプレドニゾロンを減量

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考資料）日本病院薬剤師会編：重大な副作用回避のための服薬指導情報集（第３集）、

薬業時報社（1999） 
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【症例３】90 歳代、女性 

使用薬剤：ノルフロキサシン 

既往歴：単純疱疹 

 

 1995 年 5 月に腎盂腎炎と診断される。ノルフロキサシン（投与量不明）を投

与開始。6 月に足の感覚異常が出現し、歩行困難となったことから、ノルフロ

キサシンの投与を中止した。両足の感覚異常、左四頭筋麻痺のためリハビリテ

ーション・クリニックに入院。入院後 1 週間、膀胱麻痺持続がみられ、手の感

覚異常が出現、深部反射が撓骨反射を除き消失した。さらに、手の筋肉の繊維

性攣縮、骨間筋と右足の脱力が出現した。 

 7 月 6 日には、髄液検査で総タンパク 153.9 mg/dL と上昇し、13 日には呼吸

不全の初期症状が出現した。髄液検査では総タンパク 193.2 mg/dL とさらに上

昇した。15 日に大学病院神経内科に転院し、ギラン・バレー症候群と診断され

る。上肢の脱力増悪、生命維持の困難をきたす症状の増悪は認められなくなる。

3 回のプラズマフェレーシス実施。8 月 2 日にはリハビリテーション・クリニ

ックに転院し、8日には一般病院に転院した。 

 

（参考資料）日本病院薬剤師会編：重大な副作用回避のための服薬指導情報集（第３集）、

薬業時報社（1999） 
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別表 添付文書にギラン・バレー症候群が記載されている主な原因医薬品 

薬効 一般名 

抗 TNFαモノクローナル抗体製剤 インフリキシマブ（遺伝子組換え） 

関節リウマチ治療薬 ペニシラミン 

クラドリビン 

抗悪性腫瘍薬 

メトトレキサート 

真菌症治療薬 ボリコナゾール 

ニューキノロン系抗菌薬 ノルフロキサシン 

抗ウイルス薬 サニルブジン＊ 

インフルエンザ HA ワクチン 

組換え沈降 B 型肝炎ワクチン (酵母由来) 

（組換え HBs 抗原たん白質（酵母由来）） 

ワクチン類 

肺炎球菌ワクチン 

（＊：ギラン・バレー症候群類似の末梢神経障害） 
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参考１ 薬事法第７７条の４の２に基づく副作用報告件数（医薬品別）  

 

○注意事項   

１）薬事法第７７条の４の２の規定に基づき報告があったもののうち、報告の多

い推定原因医薬品（原則として上位１０位）を列記したもの。  
注）「件数」とは、報告された副作用の延べ数を集計したもの。例えば、1症例で肝障害及び肺障害  

が報告された場合には、肝障害1件・肺障害1件として集計。また、複数の報告があった場合などでは、

重複してカウントしている場合があることから、件数がそのまま症例数にあたらないことに留意。  
２）薬事法に基づく副作用報告は、医薬品の副作用によるものと疑われる症例を

報告するものであるが、医薬品との因果関係が認められないものや情報不足等に

より評価できないものも幅広く報告されている。  

３）報告件数の順位については、各医薬品の販売量が異なること、また使用法、

使用頻度、併用医薬品、原疾患、合併症等が症例により異なるため、単純に比較

できないことに留意すること。  

４）副作用名は、用語の統一のため、ICH国際医薬用語集日本語版（MedDRA/J）
ver. 10.0に収載されている用語（Preferred Term：基本語）で表示している。  

 
年度 副作用名 医薬品名 件数 

インフルエンザＨＡワクチン ５

塩酸ゲムシタビン ４

Ｄ－ペニシラミン １

サニルブジン １

シクロスポリン １

ボリコナゾール １

 

  平成18年度 

ギラン・バレー症候群

合 計 １３

インフルエンザＨＡワクチン ９

オキサリプラチン ２

サニルブジン 
ペグインターフェロン アルファ－ 
２ｂ（遺伝子組換え） 
ドセタキセル水和物 

１

１

 
１

 

 

平成19年度 

ギラン・バレー症候群

合 計  １４
 
※ 医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、このホームページにリンクしてい

る独立行政法人医薬品医療機器総合機構の医薬品医療機器情報提供ホームページの、「添付

文書情報」から検索することができます。  

http://www.info.pmda.go.jp/ 
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参考２ ICH 国際医薬用語集日本語版（MedDRA/J）ver.11.1 における主な関連用語一覧 
 
日米 EU 医薬品規制調和国際会議（ICH）において検討され、取りまとめられた「ICH 国際医薬

用語集（MedDRA）」は、医薬品規制等に使用される医学用語（副作用、効能・使用目的、医学的状

態等）についての標準化を図ることを目的としたものであり、平成１６年３月２５日付薬食安発第

0325001号・薬食審査発第 0325032号厚生労働省医薬食品局安全対策課長・審査管理課長通知「「ICH
国際医薬用語集日本語版（MedDRA/J）」の使用について」により、薬事法に基づく副作用等報告

において、その使用を推奨しているところである。 
下記に PT（基本語）の「ギラン・バレー症候群」とそれにリンクする LLT（下層語）を示す。 
また、MedDRA でコーディングされたデータを検索するために開発された MedDRA 標準検索式

（SMQ）に｢ギラン・バレー症候群（SMQ）｣があり、これを利用すれば、MedDRA でコーディン

グされたデータから包括的な症例検索が実施することができる。 
 

名称 英語名 
○PT：基本語（Preferred term) 
ギラン・バレー症候群 

 
Guillain-Barre syndrome 

○LLT：下層語（Lowest Level Term) 
急性炎症性脱髄性多発根ニューロパチー 
 

 
Acute inflammatory demyelinating 
polyradiculoneuropathy 

急性炎症性脱髄性多発神経根症 
 

Acute inflammatory demyelinating 
polyradiculopathy 

急性感染性多発神経炎 Acute infective polyneuritis 
上行性麻痺 Paralysis ascending 

 


